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第１回　北公民館第１回　北公民館

主な内容

P 2 − 3 区長・環境指導員・防犯委員を紹介します 
P 4 市民提案型協働まちづくり支援制度 
P 4 島村渡船フェスタ 
P 5 消費生活センターに相談を

【サワラの幽庵焼き】
❶	サワラの切り身はさっと水洗いして水気を拭き取る。	
❷	ビニール袋にＡを合わせ入れて、その中に❶の切り身を30分程度漬け込む。
❸	❷の切り身をビニール袋から取り出し、魚焼きグリルやオーブンで焼く。途中で	
Ａの漬け汁を２、３回塗りながら、中に火が通るまで両面を焼く。

❹	器に盛り付け、ダイコンをおろして添える。
【カブとラディッシュの甘酢漬け】
❶	カブは皮をむいて格子状に切り込みを入れ、４等分にする。ラディッシュは葉を	
根元から切り、同様に格子状に切り込みを入れる。

❷	❶をCに20分程度漬ける。
❸	Bを鍋に合わせて火にかけ、冷まして甘酢を作る。
❹	❷の水気をよく絞って、❸の甘酢に20分以上漬け込む。
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表紙写真：親子で花いっぱい運動
４月15日、宮郷公民館で行われた「親子
で花いっぱい運動」。宮郷地区の子ども会
育成会のみんなで宮郷公民館の敷地や周
辺の除草作業をした後、プランターに花
の苗を植えました。たくさんの花に彩ら
れ、みんな笑顔でいっぱいでした。
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漬け汁を塗ることで、より一層
味が染み込みます

 材料 （４人分） 
【サワラの幽庵焼き】
サワラ	･･･････ 約70ｇ×４切れ
	 酒	･････････ 大さじ１と1/3
	 みりん	･･･････････大さじ３
A	 薄口しょうゆ	･････大さじ２
	 ユズ・カボス・	
	 レモンなどの果汁	･･大さじ１
ダイコン	･･･････････････160g

【カブとラディッシュの甘酢漬け】
カブ	･･････････････････････２個
ラディッシュ	･･････････････８個
	 コンブ	･････････････２cm角
	 酢	･･･････････････････60cc
Ｂ	 水	･･････････ 大さじ１と1/3
	 砂糖	････････ 大さじ１と1/3
	 赤トウガラシ（小口切り）	･･ 1/3本

C
	 水	･････････････････ 200cc
	 塩	･･････････････ 大さじ1/2

５月は春の食材たっぷりメニュー
●新ジャガイモとスナップエンドウ炒め
●ニラのかき玉汁
●ご飯

　サワラの幽
ゆう

庵
あん

焼きと 
　カブとラディッシュの 
　甘酢漬け
※ほかのメニューの材料と作り方は、
市ホームページをご覧ください

１人分
167kcal

　平成21年７月１日号から
毎月１日号で伊勢崎の名勝、
史跡、文化財など32カ所を
紹介してきた「ぶらり伊勢崎
散歩」に代わり、この５月１
日号から「いきいき公民館、
自慢のサークル紹介」がス
タートしました。各地区の公
民館で熱心に活動するサーク
ルの人たちに登場していただ
きます。
　自分の趣味を持って活動を
している人たちは、とてもす
てきで輝いていますよね。登
場する人たちのたくさんの元
気を市民の皆さんに届けられ
ればと思います。　　　（す）

旬の野菜を取り入れて、春を楽しみましょう！

●活動状況は？
▶月２回程度
●活動場所は？
▶北公民館
●メンバーは？
▶女性４人

　私たちは、いつまでも体と心が元気で楽しく生活していける
よう、体のゆがみを整える運動をしながら活動しているサーク
ルです。公民館の講座がきっかけで、３月からサークルとして
の活動を始めたばかりです。エクササイズ用ポールを使った体
操や、軽い筋トレ、発声練習など、体の内側から元気になるよ
うな運動を行っています。年齢を気にせず、明るく楽しく前向
きに活動しています。

サークル名  ポールでスマイル
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伊勢崎市役所　☎0270−24−5111 情報ワイド

行政区名 区　長 環境指導員 防犯委員
曲 輪 町 一 区 高柳　淑郎 田部井照夫 平野　雅彦

曲 輪 町 二 区 中西　　保 沢中　　清 井草　　皓

曲 輪 町 三 区 芝崎　和子 堀沢　政美 星野　　昭

大 手 町 一 区 小林　信吉 中田　紀一 鹿沼　　中

大 手 町 二 区 大谷　章司 内山　和巳 永沢　　昇

大 手 町 三 区 黒埼　義正 桑原　角治 和佐田憲央

大 手 町 四 区 栗原　章二 二ノ宮賢造 高草木郁夫

平 和 町 一 区 川端　　護 細井　俊宏 金子　雄一

平 和 町 二 区 平田　良明 井藤　博正 高柳　嘉孝

平 和 町 三 区 白石　光孝 堀越　建二 後閑　祐二

本 町 一 区 浅田　清介 阿久津幸男 竹下　孝一

本 町 二 区 楢原　定雄 小山　龍太 楢原　定雄

中 央 町 一 区 後藤　　惇 鵜生川紀興 木村　明治

中 央 町 二 区 高畑　　博 牛込　三月 黒田　唯志

中 央 町 三 区 小堀　重明 赤石　　清 真下　金次

緑 町 区 大塚　　正 小此木隆昇 渡辺　一夫

三 光 町 区 黒埼　栄一 徳江　宜勝 須藤　文雄

若 葉 町 一 区 大平　智清 小竹　　昇 本田　一男

若 葉 町 二 区 大嶋　祥司 岡安　昭義 藤田　周弘

喜 多 町 区 真下　昌己 小暮　高司 山本　浩司

宗 高 町 区 山野井宏之 小林　壮吉 宮崎　捷二

柳 原 町 区 清水　　汎 清水　勝造 大和　成志

寿 町 区 大沢　敏男 増田　孝一 須田　清治

華 蔵 寺 町 区 塩野　信敏 川端　俊幸 三宮　龍治

末 広 町 区 木村　武司 高山　伊織 斎藤　隆次

上 泉 町 区 山口　　尭 高田　文隆 冨宇賀孝佳

八 坂 町 区 畑田　　弘 内田　盛康 中沢忠三郎

今泉町二丁目区 小林　幸治 佐藤　　要 大橋　　進

三 和 町 曙 区 矢島　俊男 重田　泰嗣 鈴木　信夫

三 和 町 堤 区 鵜生川敏男 石井　政義 関　　岩雄

三 和 町 書 上 区 高尾　昭映 板垣　治男 吉野　通尚

本 関 町 区 根岸鋼三郎 梅原　孝一 川端　克典

鹿 島 町 植 木 区 川端　昭三 川端　文治 川端　森夫

鹿 島 町 中 下 区 木暮　昇司 川端　雅二 大賀　孝雄

上 植 木 本 町 区 高橋　正一 田村　三郎 高橋　宗明

豊 城 町 区 諸岡　城司 黛　敬三郎
栗原　喜一

川田　　正

上 諏 訪 町 区 高田　泰司 高瀬　　勲
金子　克次

梯　　洋行

日乃出町下諏訪区 木村　勝興 大森　繁治 吉田　利明

日乃出町神谷区 大川　和夫 細野　　栄 石原　秀夫

昭 和 町 区 新井　周雄 中村　直美 手嶋　貞雄

宮 前 町 区 高柳　保男 神山　真吉 林　　　実

東 本 町 区 阿久津靖夫 関　　　護 山本　武良

下 植 木 町 区 下城　惟雄 金井　　敏 桜井　平七

今泉町一丁目区 今井　忠久 天田　益雄 茂木　清孝

行政区名 区　長 環境指導員 防犯委員
北 千 木 町 区 大和　創造 橋口　　勇 菊池　　聡

南 千 木 町 区 菊池　次郎 鈴木　忠雄 菊池　敏定

茂呂町一丁目区 岸　伝二郎 児島　健一 小林　秀規

茂呂町二丁目区 渋沢佐喜嗣 田口　光男 児島　　道

美 茂 呂 町 区 石原伊知男 新井　信雄 石原　正雄

ひ ろ せ 町 区 遠藤　　繁 児島　雅久 佐藤　大輔

茂 呂 南 町 区 栗原　晴男 栗原　主一 栗原　真一

新 栄 町 区 内山　甚平 兼藤　俊久
金井　道雄

石川　龍雄

波志江町一丁目区 板垣　有一 河田　祐作
矢内　忠作

細井　英昭

波志江町二丁目区 岡田　勝治 山越　修一 矢内　和夫

波志江町三丁目区 横堀　　実 阿久津春男 女屋　政寿

安 堀 町 区 栗原　好夫 新井　利一
伊東　孝之

高柳　文彦

太 田 町 区 吉田　　進 黒沢　幸一
小暮　喜義

木口　一夫

稲 荷 町 区 青山今朝男 五十嵐誠二 根岸準之助

宮 子 町 区 千木良　肇 小林　　功
金子　数雄

根岸治太郎

連 取 本 町 区 皿山　雅造 前沢　忠彦
鈴木　義男

多賀谷秀男

連 取 元 町 区 尾池　康雄 多賀谷雄三 加藤　和良

連 取 町 区 小林　半二 森村　昭夫
井上洋一郎

馬淵　盛男

田 中 島 町 区 井野　洋昭 岡田　一男
小林　啓一

栗原　康行

田 中 町 区 杉田　幹夫 武井　茂雄 高岸　範良

上 之 宮 町 区 栗原　幸一 徳江　隆夫 斎藤　文男

宮 古 町 区 宇野　丈治 宇野　文保 根岸　克已

韮 塚 町 区 原　　俊雄 飯島　忠義 小内　勝正

阿 弥 大 寺 町 区 桑名　　昭 武井　照夫 本木　愛治

今 井 町 区 神立　隆知 田島　勅夫 菊地　司郎

山 王 町 区 村上　　勝 蓮沼　雅吉
大和　利信

坂田与四郎

堀 口 町 区 野村　　昇 大和　英昭 太田　孝夫

中 町 区 木村　親義 小此木福司 鳴川　雅人

柴 町 区 鹿沼　可隆 境野　　博 中島　勝由

戸 谷 塚 町 区 五十嵐　武 飯島　春雄 矢内　正勝

福 島 町 区 馬場　輝雄 清水八十市 本木　真次

八 斗 島 町 区 菊川　良一 石原　信明 五十嵐計雄

除 ケ 町 区 小此木　功 加藤　政一
竹沢　武士

小此木敏彦

大 正 寺 町 区 藤岡　孝雄 岡田　博敏 丸山　正明

富 塚 町 区 正田　　稔 都丸　満彦 高橋　重美

下 道 寺 町 区 多賀谷玉蔵 多賀谷新市 金井　和喜

行政区名 区　長 環境指導員 防犯委員
馬見塚天神町区 渡辺　美晴 久保田清一 小島　武庸

馬見塚三ツ橋町区 松本　利昭 松本　好幸 佐俣　　幸

馬 見 塚 中 町 区 松本仲一郎 中尾敬太郎 松波　光真

馬 見 塚 本 町 区 剣持　喜八 久保田二造 久保田善久

馬 見 塚 渕 町 区 岡田　建一 鈴木　利司 星野　佳道

馬見塚清水町区 榎原　一郎 須永　健一 小暮　和俊

リバータウン広瀬区 荻原　賢次 長谷川健二 山寺　勝雄

長 沼 本 郷 町 区 宮野　　晃 斎藤　有毅 島田　訓之

長 沼 町 区 高橋　佑吉 芝崎　政次 横山　照吉

上 蓮 町 区 川端　一美 五十嵐秀松 斉藤　道彦

下 蓮 町 区 吉田　信一 佐藤　剛史 島田　一京

国 領 町 区 高柳　英政 富岡　正道 高柳　　勉

飯 島 町 区 井田　恒男 伊藤　進一 常見　栄一

羽 黒 町 区 星野　君夫 手島　盛男
金井　作蔵

松本　竹功

西久保町一丁目区 大木　真吉 岡崎　吉男 佐藤　文保

西久保町二丁目区 卯木　芳男 糸井　朝男 中島　正志

西久保町三丁目区 大井　澄雄 松井　英明 常木　孝明

曲 沢 町 区 吉田　昌夫 近江　利幸 関野　精一

赤 堀 鹿 島 町 区 田谷　和男 奈良　高志 福島　　登

間 野 谷 町 区 加藤　忠策 新井　善文 小林　佐好

香林町一丁目区 白田　雅直 足尾　博美 石原　和正

香林町二丁目区 高柳　託治 高柳　芳英 阿佐見耕一

野 町 区 高畑　雅雄 糸井　幹治 田中　利雄

磯 町 区 小林　俊雄 木村　元則 金子　光博

西 野 町 区 滝原　照雄 中野　守策 小林　　茂

赤堀今井町一丁目区 山本　順司 高橋　幹夫 秋間　幸夫

赤堀今井町二丁目区 小林　敏章 池本　　寛 黒沢　一雄

下 触 町 区 高坂　健吉 亀田　宗男 須藤　　繁

五 目 牛 町 区 菊池　恒男 神沢　良充 菊池　英二

市場町一丁目区 渡辺　義明 松永　鶴男 竹沢　弘行

市場町二丁目区 黒田　政義 新井　延祀 藤生　正三

堀 下 町 区 亀井　一雄 高橋　清信 嶋村　　茂

小 泉 町 区 須田　伸一 岩崎　昭一 出島　正人

下 代 区 増茂真佐美 織茂　逸男 荻原　幸雄

平 井 町 区 橋場　収一 青木　孝司 島田　富夫

下 谷 区 塩田　　清 高橋　孝夫 松嶋　　薫

下 区 登坂　利彦 松嶋　　博 福地　光明

新 町 区 斎藤　耕一 竹内　文男 井上　和幸

東 町 区 田島　　勇 伊藤　精二 小林　鉄哉

八 寸 町 区 塩島　民雄 岡田　禎夫 須永　初男

三 室 町 区 板垣　繁実 桜木　利夫 小暮　雅之

田 部 井 上 区 笠原　美吉 久保田恒男 赤石　賢吉

田 部 井 下 区 高尾　英雄 石崎　正吉 小保方芳雄

向 原 区 阿久津忠幸 越須賀　弘 上条　直基

東 国 定 上 区 諏訪　治夫 根岸　勤一 松原　良和

行政区名 区　長 環境指導員 防犯委員
東 国 定 下 区 根岸　俊晴 海津　義雄 根岸　甚雄

西 国 定 上 区 松原　宣夫 後藤　　昭 高橋　武行

西 国 定 下 区 松村　　健 磯貝　健二 高橋　一弘

上 田 町 区 松村　右也 桑原乃夫雄 大山止美三

西 小 保 方 町 区 稲垣　博之 中山　清文 小島　　悟

境 東 町 区 栗原　　茂 黒沢　　徳 栗原　敏和

諏 訪 町 区 宮田　泰夫 今井　文夫 浅野　敏樹

元 町 区 横井　憲二 茂呂　政則 古郡　　悟

南 町 区 本田　　稔 織間　　修 脇坂　保男

境 仲 町 区 野沢　好文 五十嵐　透 岡村　悦宏

上 町 区 小山　正行 市橋　宏道 中谷　安二

萩 原 町 区 吉野　光昭 茂野　耕司 江田　光夫

清 水 町 区 柳田　則春 萩原　　武 柳沢　正二

百 々 東 区 内田　雅興 小林　国夫 市川　永作

美 原 区 大竹　孝司 平松　修治 加藤　正道

百 々 区 金井　辰秋 金井　辰秋 田島　寿蔵

中 島 区 柿沼　恵介 横山金四郎 田部井　章

西 今 井 区 小林　政二 大谷　　守 大谷　孝一

上 矢 島 区 市川　勝義 藤村　　智 田代　栄作

伊 与 久 一 区 小林　茂一 田島　岩吉 笛木　宏章

伊 与 久 二 区 久保田　功 細谷　　武 吉沢　草二

伊 与 久 三 区 田中　敏嗣 小野里好弘 宮崎　友幸

木 島 区 新木　寿一 田沼　　博 高木　市也

下 渕 名 六 区 深町　勝之 板垣　喜作 新井　健夫

下 渕 名 七 区 光山　　明 加藤　正夫 新井　純夫

上 渕 名 区 高田　勇毅 南雲　昭春 高田　　博

東 新 井 区 荒井　紘明 高橋　　睦 深町　一彦

保 泉 区 和佐田公孝 長谷川　忠 五十嵐勝男

保 泉 一 丁 目 区 辻　　　賢 矢内　武次 小杉　文男

上 武 士 区 田部井俊夫 池田　文雄 小泉　巨至

下 武 士 西 区 石原　国憲 高木　昌已 内田　広夫

下 武 士 東 区 茂木　典之 北爪　　勤 萩原　卓郎

小 此 木 区 堀込　勝一 石原　朋夫 橋本　義之

新 地 区 松波　征夫 寺嶋　佳夫 賀来　泰彦

新 野 新 田 区 栗原　茂之 栗原　　興 関口　達也

立 作 区 橋本　勝男 栗原　　均 田村　友久

北 向 区 町田　俊一 田島　健男 高橋　敏次

西 島 前 河 原 区 橋本　　豊 後藤　康彦 田島　栄三

平 塚 区 高柳　昭一 田部井正紀 福島　正二

境 新 栄 区 大野　信夫 新井　史城 長沼　　実

南 米 岡 区 新井　洋征 田島　数実 新井　洋征

北 米 岡 区 須藤　哲男 近藤　俊明 石沢　忠義

栄 町 区 大谷　賢一 中島　芳久 横田　進知

女 塚 区 津久井俊明 茂木　幸雄 飯塚　治男

三 ツ 木 区 室田　勝治 桑原　道夫 阿久沢　正

※氏名の表記は、常用漢字または人名漢字を使用しています

平成24年度 区長 · 環境指導員 · 防犯委員 を紹介します 問い合わせ	 ●区長＝行政課	（☎27－2702）
	 ●環境指導員＝環境政策課	（☎27－2732）
	 ●防犯委員＝安心安全課	（☎27－2706）

（敬称略）
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劇
場
型
勧
誘
に
よ
る
被
害
が

増
え
て
い
ま
す

　

複
数
の
業
者
が
架
空
の
投
資
話

を
持
ち
掛
け
て
、
社
債
や
未
公
開

株
な
ど
を
売
り
付
け
る
劇
場
型
の

投
資
詐
欺
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

あ
る
業
者
が
社
債
・
未
公
開
株

な
ど
を
買
う
よ
う
勧
誘
し
た
後
、

別
の
業
者
が「
買
え
ば
そ
の
権
利

を
高
値
で
買
い
取
る
」な
ど
と
だ
ま

し
て
、
お
金
を
支
払
わ
せ
ま
す
。

　

一
度
お
金
を
支
払
う
と
、
そ
の

後
、
業
者
と
連
絡
が
取
れ
な
く
な

り
、
支
払
っ
た
分
を
取
り
戻
す
の

は
困
難
で
す
。
絶
対
に
手
を
出
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

そ
の
ほ
か
の
悪
質
商
法

●
振
り
込
め
詐
欺

　

振
り
込
め
詐
欺
に
は
、
オ
レ
オ

レ
詐
欺
、
還
付
金
詐
欺
、
架
空
請

求
詐
欺
、
融
資
保
証
金
詐
欺
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
す
ぐ
に
振
り
込
ま

な
い
、
相
手
に
連
絡
し
な
い
、
身

近
な
人
な
ど
に
相
談
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
電
話
で
お
金
の
話
に

な
っ
た
ら
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
訪
問
販
売
・
点
検
商
法

　

業
者
が
突
然
自
宅
を
訪
問
し
、

高
額
な
布
団
や
健
康
食
品
、
新
聞

な
ど
の
購
入
を
勧
め
た
り
、「
無

料
で
点
検
に
来
た
」な
ど
と
言
っ

て
、
う
そ
の
説
明
で
不
安
を
あ
お

り
、
消
火
器
や
火
災
警
報
器
、
住

宅
の
修
理
な
ど
の
契
約
を
迫
っ
た

り
し
ま
す
。
必
要
が
な
い
場
合
は

き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

●
当
選
商
法

　

海
外
の
宝
く
じ
な
ど
の
購
入
を

勧
め
ま
す
。
日
本
国
内
で
は
、
海

外
の
宝
く
じ
は
売
る
こ
と
も
買
う

こ
と
も
違
法
行
為
で
す
。
当
選
す

る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

●
利
殖
商
法

　
「
値
上
が
り
確
実
」な
ど
と
金
も

う
け
に
な
る
こ
と
を
強
調
し
、
投

資
フ
ァ
ン
ド
や
マ
ン
シ
ョ
ン
経
営

な
ど
を
勧
め
ま
す
。
も
う
け
話
に

は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
催
眠（
Ｓ
Ｆ
）商
法

　

空
き
店
舗
だ
っ
た
場
所
な
ど
に

人
を
集
め
て
、
無
料
の
商
品
を
配

布
す
る
な
ど
、
会
場
の
雰
囲
気
を

盛
り
上
げ
て
興
奮
状
態
に
し
、
高

額
な
羽
毛
布
団
や
健
康
食
品
な
ど

を
売
り
つ
け
ま
す
。
無
料
と
い
う

言
葉
に
引
か
れ
て
安
易
に
会
場
へ

行
か
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

多
重
債
務
は
解
決
で
き
ま
す

　

多
重
債
務
で
借
金
の
返
済
が
困

難
な
場
合
、
解
決
に
は
自
己
破
産

だ
け
で
な
く
、
任
意
整
理
や
特
定

調
停
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
で
は
必
要
に
応
じ
て
、

弁
護
士
・
司
法
書
士
な
ど
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

困
っ
た
と
き
は

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
を

相
談
日　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

※
祝
日
は
除
き
ま
す

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
場　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
市

役
所
本
館
５
階
）

相
談
電
話　

☎
（20）
７
３
０
０

※
右
記
時
間
外
は
消
費
者
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン（
☎
０
５
７
０
ー
０
６
４

ー
３
７
０
）へ

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
は
、

訪
問
販
売
な
ど
で
契
約
を
し
た
場

合
に
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
期
間

内
で
あ
れ
ば
無
条
件
で
契
約
を
解

除
で
き
る
制
度
で
す
。

※
制
度
が
適
用
さ
れ
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い

【
主
な
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
】

　

契
約
書
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら

数
え
ま
す
。

●
訪
問
販
売　

店
舗
外
で
の
指
定

商
品
・
権
利
・
役
務
の
契
約
＝
８

日
間

●
電
話
勧
誘
販
売　

業
者
か
ら
の

電
話
勧
誘
に
よ
る
指
定
商
品
・
権

利
・
役
務
の
契
約
＝
８
日
間

●
特
定
継
続
的
役
務
提
供　

エ
ス

テ
、
語
学
教
室
、
家
庭
教
師
、
学

習
塾
、
結
婚
相
手
紹
介
サ
ー
ビ
ス
、

パ
ソ
コ
ン
教
室
の
継
続
的
契
約
＝

８
日
間

※
店
舗
で
の
契
約
を
含
み
ま
す

●
連
鎖
販
売
取
引　

マ
ル
チ
商
法

に
よ
る
取
引
＝
20
日
間

※
店
舗
で
の
契
約
を
含
み
ま
す

●
業
務
提
供
誘
引
販
売
取
引　

内

職
商
法
に
よ
る
取
引
＝
20
日
間

【
手
続
き
の
方
法
】

①
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上（
左
記
参
照
）、
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
期
間
内
に「
特
定
記
録
郵
便
」

ま
た
は「
簡
易
書
留
」で
業
者
へ
送

付
し
ま
す
。

②
業
者
か
ら
支
払
っ
た
現
金
が
返

還
さ
れ
ま
す
。
商
品
の
引
き
取
り

料
金
は
業
者
が
負
担
し
ま
す
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
を

　

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す
。
こ
の
機
会
に
消
費
者
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
市
内
で
は
高
齢
者
を
狙
っ
た
悪
質
商
法
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
悪
質
商
法
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
事
前
に
悪

質
商
法
の
手
口
を
よ
く
知
り
、
安
易
に
契
約
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

困
っ
た
と
き
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
☎
（20）
７
３
０
０
）

クーリング・オフ手続き
はがきの記載例

契約解除通知書

契約年月日	 〇〇年〇〇月〇〇日
商品名	 〇〇〇〇〇〇
契約金額	 〇〇〇〇円
販売会社名	 〇〇株式会社
	 〇〇営業所
	 担当者〇〇〇〇氏
上記契約は解除します。
なお、支払い済みの〇〇円を返金し、
商品をお引き取りください。

　　平成〇〇年〇〇月〇〇日
　　伊勢崎市〇〇町〇〇番地
　　氏名〇〇〇〇

※はがきの両面をコピーして、控えを
とっておきましょう

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
高
齢
化
や
住

環
境
の
変
化
な
ど
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
力
な
く
し
て
は
解
決
で
き
な

い
地
域
の
課
題
が
増
え
る
中
で
、

市
民
活
動
団
体
が
果
た
す
役
割
は
、

年
々
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
提
案
型
協
働
ま
ち
づ
く
り

支
援
制
度
は
、
地
域
の
課
題
解
決

に
取
り
組
む
市
民
の
皆
さ
ん
を
応

援
す
る
た
め
の
、
企
画
公
募
型
の

支
援
制
度
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

が
主
役
と
な
っ
て
、
市
と
力
を
合

わ
せ
て
活
動
し
な
が
ら
、
よ
り
よ

い
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
て
く
れ

る
市
民
活
動
団
体
を
支
援
す
る
た

め
、
公
共
の
利
益
に
結
び
付
く
事

業
企
画
案
を
募
集
し
ま
す
。
公
共

性
が
あ
る
も
の
か
、
実
現
で
き
そ

う
か
、
先
駆
的
な
取
り
組
み
か
、

な
ど
を
基
準
に
公
開
審
査
会
を
行

い
、
事
業
に
対
す
る
補
助
金
の
交

付
を
決
定
し
ま
す
。

　

意
欲
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
市

民
活
動
団
体
か
ら
の
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
企
画
の
提
案
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

募
集
期
間　

５
月
18
日（
金
）か
ら

６
月
６
日（
水
）ま
で

対
象
と
な
る
事
業　

地
域
の
課
題

の
解
決
に
向
け
て
、
市
民
活
動
団

体
が
主
体
的
に
取
り
組
む
新
規
の

事
業

対
象
と
な
る
団
体　

市
内
に
事
務

所
お
よ
び
代
表
者
の
住
所
が
あ
り
、

特
定
非
営
利
活
動
法
人（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
）や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な

ど
、
市
内
を
中
心
に
社
会
貢
献
活

動
を
行
う
市
民
活
動
団
体

補
助
金
額　

１
団
体
に
つ
き
10
万

円
を
上
限
に
、
事
業
に
掛
か
る
費

用
の
２
分
の
１

※
補
助
金
の
総
額
は
20
万
円
で
す

【
説
明
会
】

　

制
度
の
内
容
や
、
申
し
込
み
方

法
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

事
業
を
計
画
し
て
い
る
市
民
活
動

団
体
は
、
必
ず
説
明
会
に
参
加
し

意
欲
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
団
体
を
応
援
し
ま
す

市
民
提
案
型
協
働
ま
ち
づ
く
り
支
援
制
度

　

地
域
が
抱
え
る
課
題
を
解
決
し
、
誰
も
が
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
た

め
、
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
や
行
動
力
を
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

本
市
で
は
、
社
会
貢
献
活
動
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を

行
う
、
市
民
活
動
団
体
に
よ
る
事
業
企
画
案
を
募
集
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

市
民
活
動
課（
☎
（20）
３
３
６
７
）

　

渡
船
の
乗
船
を
は
じ
め
、
自
衛

隊
の
協
力
に
よ
る
利
根
川
遊
覧
や
、

カ
ヌ
ー
の
体
験
乗
船
、
魚
の
つ
か

み
捕
り
、
マ
ス
釣
り
、
軽
食
コ
ー

ナ
ー
や
物
産
販
売
な
ど
、
イ
ベ
ン

ト
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
小
さ
な

子
ど
も
連
れ
の
人
は
、
着
替
え
や

替
え
の
靴
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

一
部
、
有
料
の
イ
ベ
ン
ト
も
あ

り
ま
す
。
当
日
の
天
候
に
よ
り
、

イ
ベ
ン
ト
の
内
容
が
変
更
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

期
日　

５
月
20
日（
日
）

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
２
時

会
場　

利
根
川
左
岸（
北
側
）島
村

渡
船
乗
り
場
周
辺

川
に
親
し
も
う 

水
と
ふ
れ
あ
お
う

島
村
渡
船
フ
ェ
ス
タ

て
く
だ
さ
い
。

期
日　

５
月
18
日（
金
）

時
間　

午
後
６
時
30
分
開
始

会
場　

茂
呂
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

【
審
査
会
】

　

応
募
団
体
に
よ
る
事
業
に
つ
い

て
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、

審
査
を
行
い
ま
す
。

期
日　

６
月
17
日（
日
）

時
間　

午
後
１
時
30
分
開
始

会
場　

市
役
所
東
館
５
階
第
１
会

議
室過

去
の
支
援
対
象
事
業（
一
部
）

●
市
内
の
俳
諧
マ
ッ
プ
を
作
成

し
、
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施

●
市
内
の
立
体
的
な
洪
水
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成　
　

な
ど ▲地場産食材でふるさとの味を再発見

▲子どもに大人気、魚のつかみ捕り

▼渡船の乗船は混雑が
　予想されます。時間
　に余裕を持って楽し
　んでください

　

利
根
川
両
岸
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
交
流
を
深
め
、

自
然
に
親
し
む
こ
と
を
目
的
と
し
て「
島
村
渡
船

フ
ェ
ス
タ
」を
開
催
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

境
支
所
庶
務
課（
☎
（74）
０
０
８
４
）

花屋武士橋

境島小学校

境支所

南部工業
団地

新地今泉線

島村渡船

利根川水辺
プラザ公園

利根川

中瀬牧西線

上武大橋

神社

中島橋

354 354

案内図

会場
渡船乗り場

N

境町駅 東武伊勢崎線
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各
種
委
員
を
紹
介
し
ま
す

あ
な
た
の
税
金
が
市
政
を
動
か
し
ま
す

安
心
・
安
全
な
水
の
安
定
供
給
を
目
指
し
て

万
全
の
水
質
検
査　

放
射
性

物
質
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん

　

本
市
で
は
、
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
水
道
水
を
使
え
る
よ
う
に
、
大

腸
菌
や
有
害
化
合
物
な
ど
の
含
有

量
に
つ
い
て
、
水
道
法
で
定
め
ら

れ
た
50
項
目
の
水
質
検
査
を
市
内

26
カ
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

水
道
水
の
残
留
塩
素
・
濁
り
・
色

に
つ
い
て
、
異
常
が
な
い
こ
と
を

毎
日
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
事
故
を
受
け
、
事
故
発
生

か
ら
３
月
末
ま
で
に
６
カ
所
の
浄

水
場
・
配
水
場
で
そ
れ
ぞ
れ
21
回

ず
つ
放
射
性
物
質
の
検
査
を
行
い

ま
し
た
。
竜
宮
浄
水
場
、
境
下
武

士
浄
水
場
で
は
、
平
成
23
年
７
月

に
、
浄
水
処
理
過
程
で
発
生
す
る

脱
水
汚
泥
の
放
射
性
物
質
検
査
も

行
い
ま
し
た
。

　

全
て
の
検
査
結
果
で
、
ヨ
ウ
素 

１
３
１
、
セ
シ
ウ
ム
１
３
４
、
セ

シ
ウ
ム
１
３
７
が
不
検
出（
検
出
限

界
値
未
満
）で
し
た
。
こ
の
検
査
は

公
平
委
員

　

３
月
の
市
議
会
定
例
会
で
同
意

を
得
て
、
３
月
24
日
付
け
で
谷
彰

良
さ
ん
が
公
平
委
員
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
26
日
の
同
委
員
会

会
議
で
、
委
員
長
職
務
代
理
者
に
、

現
在
公
平
委
員
を
務
め
て
い
る
神

立
ひ
ろ
の
さ
ん
が
指
定
さ
れ
ま
し

た
。

問
い
合
わ
せ　

公
平
委
員
会
事
務 

局（
総
務
部
総
務
課
内
、
☎

（27）
２
７ 

０
１
）

当
面
の
間
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

各
検
査
結
果
は
、
水
道
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

災
害
時
の
対
策
を
進
め
て
い
ま
す

　

停
電
時
で
も
水
道
水
を
供
給
で

き
る
よ
う
、
各
浄
水
場
で
は
、
非

常
用
発
電
設
備
を
備
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
非
常
時
に
備
え
た
配
水

池
や
電
気
設
備
を
計
画
的
に
整
備

し
て
い
き
ま
す
。

　

地
震
に
弱
い
石
綿
管（
水
道
管
）

の
布
設
替
え
も
、
全
長
約
２
１
６

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
１
９
０
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
が
終
了
し
て
い
ま
す
。

停
電
時
の
濁
り
水
に
注
意

　

昨
年
の
計
画
停
電
で
は
、
停
電

終
了
後
、
一
部
の
地
区
で
濁
り
水

が
発
生
し
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

ま
し
た
。
電
気
の
復
旧
後
、
各
家

庭
で
一
斉
に
水
道
水
を
使
用
し
た

た
め
、
水
の
流
れ
が
急
激
に
速
ま

り
、
本
管
内
に
付
着
し
て
い
た
鉄

教
育
委
員

　

３
月
の
市
議
会
定
例
会
で
同
意

を
得
て
、
３
月
21
日
付
け
で
多
部

田
敬
三
さ
ん
が
教
育
委
員
に
任
命

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
26
日
の
教
育
委
員

会
会
議
で
、
教
育
委
員
長
に
斎
藤

美
智
子
さ
ん
、
教
育
委
員
長
職
務

代
行
者
に
茂
木
克
さ
ん
が
そ
れ
ぞ

れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
総
務

課（
☎

（27）
２
７
８
５
）

多部田敬三さん
（三室町）

神立ひろのさん
（今井町）

茂木克さん
（野町）

谷彰良さん
（安堀町）

斎藤美智子さん
（境）

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
余
り
が
過
ぎ
ま
し
た
。
本
市
は
安
心
・
安
全

な
水
を
災
害
時
も
安
定
し
て
供
給
で
き
る
よ
う
、
万
全
の
体
制
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ　

水
道
局
総
務
課（
☎
（30）
１
２
３
０
）

　
　
　
　
　
　
　

水
質
検
査
に
つ
い
て
は
竜
宮
浄
水
場（
☎
（24）
１
７
６
０
）

分
が
は
が
れ
て
、
蛇
口
か
ら
出
た

こ
と
が
濁
り
水
の
原
因
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
蛇
口
か
ら

水
道
水
を
流
し
続
け
れ
ば
、
濁
り

は
消
え
ま
す
。
飲
ん
だ
場
合
も
健

康
に
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
洗

濯
物
に
色
が
付
く
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

安
定
し
た
水
道
事
業
の
経
営
を

目
指
し
て
い
ま
す

　

安
定
し
た
水
道
事
業
を
推
進
す

る
た
め
、
経
営
計
画
や
事
務
事
業

の
見
直
し
を
行
う
中
、
平
成
17
年

の
市
町
村
合
併
後
の
事
業
の
統
廃

合
に
よ
り
、
利
用
し
て
こ
な
か
っ

た
土
地
の
処
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
は
、
４
カ
所
の
土

地
を
売
却
し
、
維
持
管
理
費
の
削

減
を
行
い
ま
し
た
。
本
年
度
は
、

県
立
伊
勢
崎
清
明
高
校
に
グ
ラ
ウ

ン
ド
用
地
と
し
て
貸
与
し
て
い
た
、

水
道
局
北
側（
連
取
町
）の
土
地
を

県
教
育
委
員
会
に
売
却
し
、
経
費

削
減
を
行
い
ま
す
。

市
税
の
納
期
と
納
期
限

　

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
な
ど

の
平
成
24
年
度
の
納
期
・
納
期
限

は
下
表
の
と
お
り
で
す
。
対
象
者

に
は
次
の
期
間
に
納
税
通
知
書
を

送
り
ま
す
。

●
５
月
＝
固
定
資
産
税
、
都
市
計

画
税
、
軽
自
動
車
税

●
６
月
＝
市
・
県
民
税

●
７
月
＝
国
民
健
康
保
険
税

市
税
が
納
付
で
き
る
場
所

【
市
役
所
】

●
税
総
合
窓
口
係（
本
館
１
階
）・

納
税
課（
本
館
２
階
）

期
日　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

※
祝
日
は
除
き
ま
す

時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

●
休
日
納
付
窓
口（
本
館
１
階
）

　

第
４
日
曜
日
は
、
ス
ペ
イ
ン
語
・

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
通
訳
が
い
ま
す
。

期
日　

土
・
日
曜
日

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

※
右
記
時
間
外
は
、
当
直
室（
本

館
１
階
）で
受
け
付
け
ま
す

【
各
支
所
】

●
納
税
推
進
室

期
日　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

※
祝
日
は
除
き
ま
す

時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

【
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
あ
ず

ま
・
宮
子
】

　

納
付
書
持
参
の
場
合
に
限
り
、

現
年
度
分
だ
け
納
付
で
き
ま
す
。

期
日　

年
末
年
始（
12
月
29
日
か

ら
翌
年
１
月
３
日
ま
で
）を
除
き
、

毎
日
受
け
付
け
ま
す

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
７
時

【
金
融
機
関
】

　

銀
行
・
信
用
金
庫
・
信
用
組
合
・

労
働
金
庫
・
農
業
協
同
組
合
な
ど

で
も
納
付
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は

納
付
書
・
納
税
通
知
書
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

【
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
】

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も

納
付
で
き
ま
す（
現
金
で
の
納
付

に
限
り
ま
す
）。
納
付
で
き
る
期

限
や
店
舗
な
ど
詳
し
く
は
納
付
書
・

納
税
通
知
書
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

納
税
は
口
座
振
替
納
付
が

便
利
で
す

　

市
税
を
納
期
ご
と
に
、
指
定
し

た
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
振
り

替
え
て
納
付
で
き
ま
す
。
口
座
振

替
日
は
各
税
の
納
期
限
当
日
に
な

り
ま
す
。

口
座
振
替
が
で
き
る
金
融
機
関

　

群
馬
銀
行
、
三
井
住
友
銀
行
、

足
利
銀
行
、
東
和
銀
行
、
ア
イ
オ

ー
信
用
金
庫
、
し
の
の
め
信
用
金

庫
、
桐
生
信
用
金
庫
、
中
央
労
働

金
庫
、
あ
か
ぎ
信
用
組
合
、
東
群

馬
信
用
組
合
、
佐
波
伊
勢
崎
農
業

協
同
組
合
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

口
座
振
替
が
で
き
る
市
税
な
ど

　

市
・
県
民
税（
普
通
徴
収
分
）、

固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税（
普

通
徴
収
分
）

申
し
込
み　

最
寄
り
の
金
融
機
関

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申

込
書
は
、
市
内
の
金
融
機
関
ま
た

は
納
税
課
・
各
支
所
納
税
推
進
室

に
あ
り
ま
す

申
し
込
み
に
必
要
な
物　

指
定
す

る
口
座
の
預
金
通
帳
、
通
帳
の
届

出
印
、
平
成
24
年
度
の
納
税
通
知

書

 

市
・
県
民
税
の
特
別
徴
収
制
度

　

給
与
支
払
者
が
毎
月
従
業
員
に

支
払
う
給
与
か
ら
市
・
県
民
税
を

引
き
落
と
し
、
納
税
義
務
者
で
あ

る
従
業
員
に
代
わ
っ
て
一
括
し
て

市
に
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
で
す
。
従
業
員
一
人
一
人
が
納

付
す
る
手
間
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

１
年
分
の
税
額
を
12
回（
６
月

か
ら
翌
年
の
５
月
ま
で
）に
分
け

て
納
付
す
る
の
で
、
普
通
徴
収
の

納
付
書
で
納
め
る
場
合（
４
回
）よ

り
、
１
回
当
た
り
の
納
税
額
が
少

な
く
な
り
ま
す
。
所
得
税
の
よ
う

に
税
額
を
計
算
し
年
末
調
整
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

税
額
の
計
算
は
給
与
支
払
報
告

書
な
ど
に
基
づ
い
て
市
が
行
い
、

従
業
員
ご
と
の
市
・
県
民
税
額
を

通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
税
課（
☎

（27）

２
７
１
６
）

　

皆
さ
ん
が
納
め
る
市
税
は
、
福
祉
や
教
育
、
道
路
整
備
な
ど
、
毎
日
の

暮
ら
し
や
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
、
大
切
な
財
源
で
す
。

納
期
限
内
の
自
主
納
税
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

納
税
課（
☎
（27）
２
７
２
３
）

納期・納期限一覧
納期限 税　目 納　期

	 ５月	31日（木）
固定資産税、都市計画税 １期
軽自動車税 全期

	７月	２日（月） 市・県民税（普通徴収） １期

	７月	31日（火）
固定資産税、都市計画税 ２期
国民健康保険税 １期

	８月	31日（金）
市・県民税（普通徴収） ２期
国民健康保険税 ２期

	10月	１日（月）
固定資産税、都市計画税 ３期
国民健康保険税 ３期

	10月	31日（水）
市・県民税（普通徴収） ３期
国民健康保険税 ４期

	11月	30日（金） 国民健康保険税 ５期

	12月	25日（火）
固定資産税、都市計画税 ４期
国民健康保険税 ６期

平成25年
	１月	31日（木）

市・県民税（普通徴収） ４期
国民健康保険税 ７期

	２月	28日（木） 国民健康保険税 ８期
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ま ち の 出 来 事

全
ぜ ん が れ ん

瓦連技能グランプリ2012
竹
た け ざ わ

沢典
の り ひ さ

久さんが準優勝
全日本バトントワリング選手権大会
矢

や い た

板里
り な

菜さんが４位入賞
　３月24日・25日に長
野県松本市で行われた

「全日本瓦工事業連盟 
（全瓦連）技能グランプ
リ2012」で、 竹 沢 典
久さん（昭和町）が準優
勝である厚生労働大臣
賞に輝きました。
　競技会には９都府県
から優れた技術を持つ
11人の瓦職人が出場。
制限時間内に屋根を完
成させ、出来上がりの
正確さと美しさを競い
ました。竹沢さんは、

「自分がこだわってい
た、仕上げの美しさの部分が評価されたと思い、うれ
しい。受賞を励みに、妥協なく一生懸命仕事をしてい
きたい」と決意を新たにしていました。

　３月26日から28日ま
で、石川県金沢市で「全
日本バトントワリング
選手権大会」が開催さ
れ、広瀬小学校６年（当
時）の矢板里菜さん（ひ
ろせ町、上州赤城トワ
ラーズ所属）がトゥーバ
トン小学校部門で第４
位に入賞しました。
　２本のバトンを使っ
て技術を競う種目に出
場し、同大会の関東ブ
ロック大会を第１位で
通過した矢板さん。全
国大会では思うように
できず失敗したところもあり、「悔いの残る演技でした」
と振り返る矢板さんは、もっと上を目指してバトント
ワリングを続けたいと話してくれました。

　４月１日から、「華蔵寺公園花まつり」が開催されています。
華蔵寺公園遊園地内のヘリタワー前にある桜の基準木（ソメイ
ヨシノ）が４月６日に開花。公園の桜は暖かい陽気に誘われ
て、12日ごろには満開となり見頃を迎えました。桜の開花時
期に合わせて園内はライトアップされ、華蔵寺公園遊園地では
夜間営業も行われるなど、夜遅くまで桜を楽しむ人でにぎわい
ました。
　「華蔵寺公園花まつり」は５月20日まで開催予定です。例
年、ゴールデンウイークのころには、約30種5,000本のツツ
ジが園内で色とりどりの花を咲かせます。

　４月９日、市内の各小学校で入学式が行われました。本市では1,971人
の１年生が誕生し、新たなスタートを迎えました。
　北小学校の新１年生は３クラス71人。少し緊張した表情をしつつも、ピ
カピカのランドセルや学用品に囲まれて、これからの小学校生活への期待に
胸を膨らませていました。入学式の会場となった体育館には、６年生のお兄
さん、お姉さんと手をつないで入場。校長先生からお祝いの言葉を掛けら
れ、１年生みんなで「ありがとうございます」と元気に応えました。

華蔵寺公園花まつり
うららかな春 満開の桜に心を弾ませて

1年生になったよ♪
ドキドキ ワクワク 小学校入学式

ラッピングトラックで観光ＰＲ
市の広告を掲示したトラックが全国を走ります

　３月27日、本市の観光をＰＲするラッピングトラック
の出発式が、市役所で行われました。株式会社新井グ
ループ運輸から、観光ＰＲ用のラッピングフィルムを
貼ったトラックを走らせたいと申し出があり、市は華蔵
寺公園遊園地の観覧車が入った写真を提供。同社代表の
新井徹さんは「市の観光ＰＲのお手伝いが出来てうれし
い。徐々に台数を増やしていきたい」と話しました。

美しい仕上がりに
こだわり準優勝に

記念のメダルと賞状を
手にする矢板里菜さん

北小学校の新１年生 ６年生と一緒に入学式へ

きれいな桜に手を伸ばして

サイクルモノレールで桜の中を空中散歩

ラッピングトラックが市役所を出発

協力に感謝し、新井徹さん（右）に花束を贈呈

勉強するのが楽しみ
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健康教室 お
知
ら
せ

防
犯
カ
メ
ラ
内
蔵

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
を
設
置
し
ま
し
た

安
心
安
全
課（
☎
（27）
２
７
０
６
）

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
安

全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
茂
呂
地
区
・
赤
堀

地
区
・
あ
ず
ま
地
区
に
防
犯
カ
メ

ラ
内
蔵
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
20
基
を
新

た
に
設
置
し
ま
し
た
。
防
犯
カ
メ

ラ
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も

の
安
全
確
保
や
、
空
き
巣
な
ど
の

犯
罪
抑
止
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

※
設
置
場
所
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す防犯カメラ内蔵

LED防犯灯

旧
森
村
家
住
宅
の
一
般
公
開
を

再
開
し
ま
し
た

文
化
財
保
護
課（
☎
（63）
３
６
３
６
）

　

旧
森
村
家
住
宅（
市
指
定
重
要
文

化
財
）は
東
日
本
大
震
災
の
影
響

に
よ
り
閉
館
し
て
い
ま
し
た
が
、

門
や
蔵
な
ど
の
修
理
を
行
い
、
一

般
公
開
を
再
開
し
ま
し
た
。

期
日　

第
１
・
第
３
日
曜
日

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
ア
イ
オ
ー
信
用
金
庫
宮
郷
支
店

の
駐
車
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

傍
聴
し
ま
し
ょ
う

教
育
委
員
会
定
例
会

教
育
委
員
会
総
務
課

（
☎
（27）
２
７
８
５
）

期
日　

５
月
22
日（
火
）

時
間　

午
後
２
時

会
場　

市
役
所
北
館
４
階
会
議
室

定
員　

７
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

５
月
22
日（
火
）午
後

１
時
30
分
か
ら
１
時
50
分
ま
で
に

直
接
会
場
へ

外が
い

国こ
く

人じ
ん

共
き
ょ
う

生せ
い

会か
い

議ぎ

国こ
く

際さ
い

課か

（
☎
（27）
２
７
３
１
）

　

日に

本ほ
ん

を
含ふ

く

む
さ
ま
ざ
ま
な
国く

に

の

人ひ
と

た
ち
が
集あ

つ

ま
り
、
多た

文ぶ
ん

化か

共
き
ょ
う

生せ
い

社し
ゃ

会か
い

な
ど
に
つ
い
て
話は

な

し
合あ

い
ま

す
。
傍ぼ

う

聴
ち
ょ
う

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期き

日じ
つ　

５
月が

つ

20
日に

ち（
日

に
ち
よ
う
び）

時じ

間か
ん　

午ご

後ご

１
時じ

30
分ふ

ん

～
４
時じ

会か
い

場
じ
ょ
う　

市し

役や
く

所し
ょ

東
ひ
が
し

館か
ん

５
階か

い

第だ
い

４
会か

い

議ぎ

室し
つ

都
市
計
画
都
市
高
速
鉄
道
事
業

の
事
業
計
画（
変
更
）を
縦
覧

都
市
開
発
課（
☎
（21）
７
４
９
０
）

　

伊
勢
崎
都
市
計
画
都
市
高
速
鉄

道
事
業
１
号
東
日
本
旅
客
鉄
道
両

毛
線
が
事
業
変
更
の
認
可
を
受
け

ま
し
た
。
事
業
を
平
成
27
年
３
月

31
日
ま
で
延
長
し
ま
す
。
事
業
施

行
期
間
中
、
事
業
の
関
係
資
料
を

縦
覧
で
き
ま
す
。

※
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
は

除
き
ま
す

時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

会
場
・
問
い
合
わ
せ　

中
心
市
街

地
整
備
部（
☎

（21）
７
４
９
０
）、
県

都
市
計
画
課（
前
橋
市
、
☎
０
２ 

７
ー
２
２
３
ー
１
１
１
１
）

憲
法
記
念　

群
馬
弁
護
士
会
に

よ
る
無
料
法
律
相
談
会

人
権
課（
☎
（27）
２
７
３
０
）

　

人
権
・
行
政
相
談
も
併
せ
て
行

い
ま
す
。

期
日　

５
月
18
日（
金
）

時
間　

午
後
２
時
～
４
時

会
場　

市
役
所
東
館
５
階
第
１
会

議
室

定
員　

30
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

５
月
11
日（
金
）か
ら

電
話
で
人
権
課
へ

自
動
車
税
の
納
付
を
忘
れ
ず
に

市
民
税
課（
☎
（27）
２
７
１
５
）

　

自
動
車
税
は
、
道
路
の
整
備
・

医
療
・
福
祉
・
教
育
の
充
実
な
ど
、

安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
確
保
す

る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
納

期
限
は
５
月
31
日（
木
）で
す
。
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付

で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

伊
勢
崎
行
政
県
税

事
務
所（
☎

（24）
４
３
５
０
）

保
健

健
康
づ
く
り
課	（
☎
（27）
２
７
４
６
）

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー	（
☎
（23）
６
６
７
５
）

赤
堀
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー	（
☎
（20）
２
２
１
０
）

あ
ず
ま
保
健
セ
ン
タ
ー	（
☎
（62）
９
９
１
８
）

境
保
健
セ
ン
タ
ー	（
☎
（74）
１
３
６
３
）

健
康
大
学
受
講
生
募
集

　

健
康
・
食
事
・
運
動
な
ど
健
康

づ
く
り
に
関
す
る
講
義
や
調
理
実

習
な
ど
を
行
い
ま
す
。

期
日　

６
月
20
日（
水
）・
７
月
９

日（
月
）・
８
月
10
日（
金
）・
９
月

11
日（
火
）・
10
月
３
日（
水
）・
10

月
22
日（
月
）・
11
月
６
日（
火
）・

12
月
７
日（
金
）・
平
成
25
年
１
月

16
日（
水
）・
２
月
25
日（
月
）（
全

10
回
）

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
１
時

会
場　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

対
象　

68
歳
以
下
で
、
受
講
後
に

食
生
活
改
善
推
進
員
と
し
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
る
人

定
員　

40
人（
先
着
順
）

受
講
料　

無
料

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
で
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

５
月

７
日（
月
）午
前
９
時
か
ら
直
接
ま

た
は
電
話
で
各
保
健
セ
ン
タ
ー

歯
の
衛
生
週
間

　

６
月
４
日（
月
）か
ら
10
日（
日
）

ま
で
は
、
歯
の
衛
生
週
間
で
す
。

　

日
頃
か
ら
歯
の
手
入
れ
を
き
ち

ん
と
行
っ
て
、
虫
歯
や
歯
周
病
に

な
ら
な
い
よ
う
、
お
口
の
清
潔
を

保
ち
ま
し
ょ
う
。

●
歯は

っ
ぴ
ぃ
フ
ェ
ス
タ

　

伊
勢
崎
佐
波
歯
科
医
師
会
と
県

歯
科
衛
生
士
会
で
は
、
歯
の
衛
生

週
間
の
イ
ベ
ン
ト｢

歯
っ
ぴ
ぃ
フ
ェ

ス
タ｣

を
開
催
し
ま
す
。
虫
歯
予

防
の
た
め
の
フ
ッ
素
塗
布
や
、
歯

磨
き
指
導
、
口こ

う

腔く
う

診
査
、
口
腔
衛

生
相
談
な
ど
を
無
料
で
実
施
し
ま

す
。
フ
ッ
素
塗
布
を
希
望
す
る
人

は
、
歯
磨
き
を
済
ま
せ
タ
オ
ル
を

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

期
日　

６
月
７
日（
木
）

受
付
時
間　

午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

会
場　

文
化
会
館

問
い
合
わ
せ　

健
康
づ
く
り
課
ま 

た
は
伊
勢
崎
佐
波
歯
科
医
師
会（
☎

（23）
２
７
７
２
）

催
し

ミ
ス
ひ
ま
わ
り
写
真
撮
影
会

文
化
観
光
課（
☎
（27）
２
７
５
９
）

期
日　

５
月
12
日（
土
）

※
小
雨
決
行
、
荒
天
の
場
合
は
13

日（
日
）

時
間
・
内
容

●
午
前
の
部
＝
午
前
10
時
～
11
時

45
分（
和
装
）

●
午
後
の
部
＝
午
後
１
時
～
３
時

（
洋
装
）

会
場　

華
蔵
寺
公
園

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

当
日
午
前
９
時
30
分

か
ら
直
接
華
蔵
寺
公
園
石
畳
付
近
へ

※
開
始
10
分
前
ま
で
に
申
し
込
み

を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い

春
の
山
野
草
展

文
化
観
光
課（
☎
（27）
２
７
５
９
）

期
日　

５
月
12
日（
土
）・
13
日

（
日
）

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
13
日
は
午
後
３
時
ま
で

会
場　

ふ
く
し
プ
ラ
ザ

問
い
合
わ
せ　

伊
勢
崎
山
草
会（
☎ 

（26）
４
８
４
４
・
小
谷
野
）

ま
な
び
ぃ
先
生
自
主
企
画
事
業

森
の
き
つ
ね
の

母
の
日
コ
ン
サ
ー
ト

生
涯
学
習
課（
☎
（27）
２
７
９
４
）

期
日　

５
月
13
日（
日
）

時
間　

午
後
２
時
～
４
時
30
分

会
場　

殖
蓮
公
民
館

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
親
子
と
、
こ
れ
か
ら
母
親
に
な

る
人
な
ど

定
員　

50
人（
先
着
順
）

内
容　

ヘ
ル
マ
ン
ハ
ー
プ
の
演
奏
、

「
狐

き
つ
ね

」・「
で
ん
で
ん
む
し
の
悲
し

み
」な
ど
の
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン

グ
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
の
体
験

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

当
日
直
接
会
場
へ

木造住宅の耐震診断・
耐震改修の補助を行います

　地震に対する建物の安全性を確保し、市民の皆
さんが安心して生活が送れるように、木造住宅を
対象とした耐震診断・耐震改修の補助を行います。

問い合わせ　建築指導課（☎27−2762）
【耐震診断の補助】
　耐震診断の費用は掛かりません。ただし、診断
者を派遣するための交通費は申請者の負担となり
ます。
対	象　昭和56年５月31日以前に建築確認を受け

て建築された一戸建ての住宅または併用住宅
（住宅部分の床面積が２分の１以上）で、地上２
階建て以下、在来軸組み工法で建築されたもの

補助件数　30件（先着順）
申し込み　５月７日（月）から直接建築指導課へ
【耐震改修の補助】
対	象　上記の耐震診断を受け、評点が1.0未満で、

改修後1.0以上となる住宅
補助件数　５件（先着順）
補	助額　改修費用の３分の１以内で50万円を限

度とします
申	し込み　５月７日（月）から直接建築指導課へ

伊勢崎市民病院に名誉院長が就任

　４月１日、市長から、荒井泰道さんが伊勢
崎市民病院名誉院長に任命されました。荒井
さんは、昭和51年、伊勢崎市民病院に入職し
て以来、内科診療部長や医局長を歴任。平成
13年には病院長に就任しました。
問	い合わせ

市民病院 企画財政課（☎25−5022） ▲荒井泰道さん

　毎月第１日曜日は健康の日です。市では皆さん
に健康づくりのための運動に親しんでもらうこと
を目的に、健康の日に合わせて「はつらつ健康教
室（運動教室）」を開催します。本年度初めての開
催となる６月は、「境 中世発見！コース」約７kmを
歩きます。一緒に心地よい汗を流しましょう。

期日　６月３日（日）
　※荒天時は中止
受付時間　午前９時〜９時30分
　 ※歩行時間は約90分、正午ごろ終了予定
集合場所　境ふれあいパーク
参加料　無料
用意する物　タオル・飲み物
　※運動しやすい服装で参加してください
申し込み　当日直接会場へ
問い合わせ　健康管理センター（☎23−6675）

特別編ウォーキング大会

 INFORMATION  BOARD

情報掲示板情報掲示板
●伊勢崎市役所 ☎0270－24－5111

●赤堀支所 ☎0270－62－1151

●あずま支所 ☎0270－62－1311

●境支所 ☎0270－74－1111

開庁時間　午前8時30分～午後5時15分

■火災情報案内（24時間） ☎0180－99－2999

■救急テレホンサービス（24時間） ☎0270－23－1299
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講
座

リ
ト
ル
の
英
語
ク
ラ
ブ

茂
呂
公
民
館（
☎
（25）
２
６
７
１
）

期
日　

５
月
19
日
・
６
月
２
日
・

16
日
・
７
月
14
日
・
９
月
１
日
・

15
日
・
10
月
13
日
・
27
日
の
土
曜

日（
全
８
回
）

時
間　

午
後
２
時
～
４
時

会
場　

茂
呂
公
民
館

対
象　

初
め
て
英
語
を
習
う
市
内

の
小
学
生

定
員　

30
人（
先
着
順
）

内
容　

歌
や
絵
本
・
ゲ
ー
ム
な
ど

で
英
語
に
親
し
み
ま
す

参
加
料　

無
料

※
内
容
に
よ
っ
て
実
費
が
掛
か
り

ま
す

申
し
込
み　

５
月
９
日（
水
）か
ら

直
接
茂
呂
公
民
館
へ

ふ
る
さ
と
の
味
料
理
教
室

赤
堀
公
民
館（
☎
（62）
１
１
５
３
）

期
日　

６
月
か
ら
平
成
25
年
３
月

ま
で
の
第
１
月
曜
日（
全
10
回
）

※
平
成
25
年
１
月
は
第
３
月
曜
日

時
間　

午
前
10
時
～
正
午

会
場　

赤
堀
公
民
館

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
の
18
歳
以
上
の
人

定
員　

25
人（
先
着
順
）

内
容　

身
近
な
季
節
の
野
菜
で
、

伝
統
的
な
料
理
や
懐
か
し
い
料
理

を
作
り
ま
す

参
加
料　

４
０
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み　

５
月
14
日（
月
）午
前

９
時
か
ら
参
加
料
を
添
え
て
赤
堀

公
民
館
へ

家
庭
教
育
学
級
プ
レ
公
開
講
座

赤
堀
公
民
館（
☎
（62）
１
１
５
３
）

期
日　

６
月
８
日
・
15
日
・
22
日
・

７
月
６
日
・
13
日
の
金
曜
日（
全

５
回
）

時
間　

午
前
10
時
～
正
午

会
場　

赤
堀
公
民
館

※
託
児
が
で
き
ま
す

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
の
18
歳
以
上
の
人

定
員　

50
人（
先
着
順
）

内
容　

子
育
て
に
つ
い
て
の
講
話

な
ど

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

５
月
９
日（
水
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
赤

堀
公
民
館
へ

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室

南
公
民
館（
☎
（26）
８
３
３
３
）

期
日　

５
月
16
日
・
23
日
・
30
日

の
水
曜
日（
全
３
回
）

時
間　

午
前
10
時
～
正
午

会
場　

南
公
民
館

対
象　

市
内
に
在
住
の
２
カ
月
以

上
８
カ
月
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の

母
親

定
員　

10
組（
先
着
順
）

※
以
前
受
講
し
た
人
は
除
き
ま
す

内
容　

植
物
オ
イ
ル
を
使
っ
た
マ

ッ
サ
ー
ジ
や
手
遊
び
歌
な
ど

参
加
料　

７
０
０
円（
教
材
費
）

申
し
込
み　

５
月
８
日（
火
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
南
公
民
館
へ

ア
イ
デ
ア
キ
ッ
チ
ン

南
公
民
館（
☎
（26）
８
３
３
３
）

期
日　

５
月
22
日（
火
）

時
間　

午
前
10
時
～
正
午

会
場　

南
公
民
館

対
象　

市
内
に
在
住
の
人

定
員　

20
人（
先
着
順
）

内
容　

ナ
ス
の
シ
ュ
ー
マ
イ
・
ト

マ
ト
と
メ
カ
ジ
キ
の
ソ
テ
ー
・
揚

げ
高
野
豆
腐
の
納
豆
あ
ん
か
け
を

作
り
ま
す

参
加
料　

７
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み　

５
月
11
日（
金
）午
前

９
時
か
ら
参
加
料
を
添
え
て
南
公

民
館
へ

ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス境

児
童
館
ど
ん
ぐ
り

（
☎
（70）
２
４
１
５
）

期
日　

５
月
22
日（
火
）

時
間　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30

分会
場　

境
児
童
館
ど
ん
ぐ
り

対
象　

市
内
に
在
住
の
２
歳
以
下

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

定
員　

20
組（
抽
選
）

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

５
月
15
日（
火
）午
前

10
時
か
ら
11
時
ま
で
に
直
接
境
児

童
館
ど
ん
ぐ
り
へ

家
庭
教
育
学
級

あ
ず
ま
公
民
館（
☎
（62）
０
１
１
５
）

期
日　

６
月
25
日
・
７
月
９
日
・

８
月
20
日
・
９
月
10
日
・
10
月
22

日
・
11
月
19
日
・
12
月
17
日
・
１

月
28
日
の
月
曜
日（
全
８
回
）

時
間　

午
前
10
時
～
正
午

※
７
月
９
日
は
午
前
９
時
30
分
か

ら
午
後
０
時
30
分
ま
で

会
場　

あ
ず
ま
公
民
館

対
象　

市
内
に
在
住
の
、
就
学
前

の
子
ど
も
を
持
つ
母
親

定
員　

20
人（
先
着
順
）

内
容　

子
ど
も
の
成
長
・
発
達
に

関
す
る
基
礎
知
識
や
、
一
般
教
養
、

趣
味
な
ど
に
つ
い
て
、
講
話
・
実

習
な
ど
を
行
い
ま
す

参
加
料　

無
料

※
内
容
に
よ
っ
て
実
費
が
掛
か
り

ま
す

申
し
込
み　

５
月
21
日（
月
）午
前

10
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
あ

ず
ま
公
民
館
へ

募
集

観
光
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
１
２
作
品
募
集

文
化
観
光
課（
☎
（27）
２
７
５
９
）

　

市
観
光
協
会
で
は
、
市
内
の
自

然
風
景
や
祭
り
、
ミ
ス
ひ
ま
わ
り

な
ど
を
題
材
と
し
た
、
誰
も
が
本

市
を
訪
れ
た
く
な
る
よ
う
な
写
真

作
品
を
募
集
し
ま
す
。

期
間

●
１
次
募
集
＝
５
月
14
日（
月
）か

ら
７
月
31
日（
火
）ま
で

●
２
次
募
集
＝
９
月
３
日（
月
）か

ら
10
月
18
日（
木
）ま
で

募
集
作
品

●
自
然
・
風
景
の
部
＝
市
内
の
自

然
や
風
景
を
撮
影
し
た
作
品

●
ま
つ
り
・
イ
ベ
ン
ト
の
部
＝
市

内
の
祭
り
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
を

撮
影
し
た
作
品

●
ミ
ス
ひ
ま
わ
り
の
部
＝
ミ
ス
ひ

ま
わ
り
撮
影
会
で
撮
影
し
た
作
品

●
花
火
の
部
＝
市
内
で
行
わ
れ
る

花
火
大
会
で
撮
影
し
た
作
品

サ
イ
ズ　

四
つ
切
り

※
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
手
焼
き
、
ダ

イ
レ
ク
ト
プ
リ
ン
ト
に
限
り
ま
す

発
表　

11
月
中
旬
予
定

※
全
応
募
作
品
の
中
か
ら
グ
ラ
ン

プ
リ
作
品
と
各
部
門
の
入
賞
作
品

を
選
出
し
ま
す

申
し
込
み　

応
募
要
項
は
、
文
化

観
光
課
・
各
支
所
経
済
振
興
室
ま

た
は
県
写
真
材
料
商
組
合
加
盟
店
・

フ
ジ
カ
ラ
ー
取
扱
店
に
あ
り
ま
す

女
性
人
材
デ
ー
タ
バ
ン
ク

登
録
者
募
集

人
権
課（
☎
（27）
２
７
３
０
）

　

男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
の
た

め
に
は
、
各
種
審
議
会
を
は
じ
め
、

市
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
女
性
が
計

画
段
階
か
ら
参
加
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
自
分
の
得
意
分
野

を
生
か
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
画

し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
人
は
、

ぜ
ひ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す

女
性

●
市
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た
は
、

市
内
の
団
体
に
所
属
し
て
い
る
20

歳
以
上
の
人

●
各
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
人
ま

た
は
専
門
的
知
識
・
技
能（
資
格
）

な
ど
を
持
っ
て
い
る
人

内
容　

審
議
会
や
委
員
会
な
ど
へ

委
員
と
し
て
推
薦
し
ま
す

※
登
録
さ
れ
た
人
が
必
ず
推
薦
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

申
し
込
み　

人
権
課
に
あ
る
登
録

票
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
本

人
が
直
接
人
権
課
へ

※
登
録
票
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

※
申
し
込
み
受
け
付
け
時
に
簡
単

な
審
査
を
行
い
ま
す

※
本
人
か
ら
登
録
削
除
の
申
し
出

が
な
け
れ
ば
、
次
年
度
以
降
も
継

続
登
録
と
な
り
ま
す

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
設
置
者
を

募
集
し
ま
す

高
齢
福
祉
課（
☎
（27）
２
７
５
２
）

　

本
年
度
、
境
地
区
に
認
知
症
高

齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム（
定
員
９

人
）の
設
置
を
希
望
す
る
法
人
を

募
集
し
ま
す
。
関
係
書
類
は
高
齢

福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み　

６
月
29
日（
金
）ま
で

に
関
係
書
類
を
添
え
て
高
齢
福
祉

課
へ

竜宮浄水場（☎24−1760）または�
下記の水道指定工事店へ連絡して�
ください。

次の地域に在住の人の連絡先は、以下のとおりです。
●�境島村の利根川右岸地域（本庄市給水区域）�
＝本庄市水道課（☎0495−22−2151）
●�境平塚の利根川右岸地域（深谷市給水区域）�
＝深谷市水道工務課（☎048−574−6661）

●５月�19日（土）� 福田設備工業� ☎26−0665

●５月�20日（日）� 小倉設備興業� ☎25−2915

休日の漏水などの連絡先

●５月�26日（土）� 小林保全設備� ☎24−1155

●５月�27日（日）� 松原電化設備� ☎62−1534

開催予定日
●７月12日（木）
●８月16日（木）
●９月19日（水）
時間　午後０時15分～０時45分
申�し込み・問い合わせ　５月15日（火）までに直
接企画調整課

　クラシック音楽、ピアノ演奏、
合唱などで憩いのひとときを提供
してくれる出演者を募集します。
　�※演奏にはグランドピアノが利
用できます

　市民の皆さんが気軽に音楽を楽しめる、ランチ
タイムコンサートを開催します。
期日　５月16日（水）
時間　午後０時15分～０時45分
会場　市役所東館１階市民ホール
内容　尺八、琴、ピアノの合奏
入場料　無料
問い合わせ　企画調整課（☎27−2707）

セカンドライフセミナー
期日　６月７日・21日・７月12日・19日・
　８月２日・23日・９月６日・10月４日・
　18日・11月１日・15日・12月６日の木
　曜日（全12回）
時間　午後１時30分～３時30分
会場　赤堀公民館
対象　市内に在住または
　在勤の60歳以上の人
定員　40人（先着順）
内容　一般教養、健康づく
　り、生きがい、趣味づく
　りなどについて講話・実
　習・見学を行います
参加料　無料
　※内容によって実費が掛かります
申�し込み　５月16日（水）午前９時から直接ま
たは電話で赤堀公民館（☎62−1153）へ

♬

♬

♬
♪

♪

♩

♩
♩
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ス
ポ
ー
ツ

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
（27）
２
７
４
７
）

期
日　

５
月
23
日
か
ら
６
月
27
日

ま
で
の
水
曜
日（
全
６
回
）

時
間　

午
前
10
時
45
分
～
11
時
30

分会
場　

あ
ず
ま
ウ
ォ
ー
タ
ー
ラ
ン

ド対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
の
18
歳
以
上
の
人

定
員　

30
人（
抽
選
）

内
容　

水
中
で
音
楽
に
合
わ
せ
て

運
動
し
ま
す

参
加
料　

１
回
３
１
０
円

申
し
込
み　

５
月
16
日（
水
）午
後

２
時
か
ら
２
時
15
分
ま
で
に
本
人

が
直
接
あ
ず
ま
ウ
ォ
ー
タ
ー
ラ
ン

ド
へ

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
そ
の
場

で
抽
選
を
行
い
ま
す

問
い
合
わ
せ　

あ
ず
ま
ウ
ォ
ー
タ

ー
ラ
ン
ド（
☎
（62）
９
９
６
６
）

体
操
教
室

華
蔵
寺
公
園
運
動
施
設
管
理
事
務
所

（
☎
（23）
７
０
１
５
）

期
日　

６
月
１
日
か
ら
29
日
ま
で

の
木
・
金
曜
日（
全
８
回
）

※
６
月
22
日
は
除
き
ま
す

時
間　

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30

分

会
場　

市
民
体
育
館

対
象　

市
内
の
小
学
２
年
生
か
ら

６
年
生

定
員　

30
人（
先
着
順
）

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

５
月
19
日（
土
）か
ら

27
日（
日
）ま
で
に
直
接
華
蔵
寺
公

園
運
動
施
設
管
理
事
務
所
へ

サ
ッ
カ
ー
教
室

赤
堀
運
動
施
設
管
理
事
務
所

（
☎
（62）
１
９
３
０
）

期
日　

６
月
２
日（
土
）・
９
日（
土
）

時
間　

午
前
９
時
～
11
時

会
場　

赤
堀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ひ
ろ
ば

対
象　

市
内
の
小
学
１
年
生
か
ら

３
年
生

定
員　

40
人（
先
着
順
）

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

５
月
21
日（
月
）か
ら

６
月
１
日（
金
）ま
で
に
直
接
赤
堀

運
動
施
設
管
理
事
務
所
へ

な
ぎ
な
た
体
験
教
室

境
運
動
施
設
管
理
事
務
所

（
☎
（74）
１
１
１
３
）

期
日　

６
月
９
日
か
ら
30
日
ま
で

の
土
曜
日（
全
４
回
）

時
間　

午
後
４
時
～
６
時

会
場　

境
武
道
館

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
の
小
学
生
以
上
の
初
心
者

定
員　

15
人（
先
着
順
）

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

５
月
11
日（
金
）か
ら

６
月
１
日（
金
）ま
で
に
直
接
ま
た

は
電
話
で
境
運
動
施
設
管
理
事
務

所
へ

卓
球
教
室

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
（27）
２
７
４
７
）

期
日　

６
月
４
日
か
ら
27
日
ま
で

の
月
・
水
曜
日（
全
８
回
）

時
間　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

会
場　

市
民
体
育
館

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
の
小
学
５
年
生
以
上
の
人

定
員　

20
人（
先
着
順
）

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

５
月
８
日（
火
）か
ら

18
日（
金
）ま
で
に
直
接
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
へ

ボ
ク
シ
ン
グ
教
室

華
蔵
寺
公
園
運
動
施
設
管
理
事
務
所

（
☎
（23）
７
０
１
５
）

期
日　

６
月
４
日
か
ら
28
日
ま
で

の
月
・
木
曜
日（
全
８
回
）

時
間　

午
後
７
時
～
９
時

会
場　

市
民
体
育
館

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
の
小
学
生
以
上
の
人

定
員　

30
人（
先
着
順
）

内
容　

基
礎
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
技

能
練
習

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

５
月
９
日（
水
）か
ら

25
日（
金
）ま
で
に
直
接
華
蔵
寺
公

園
運
動
施
設
管
理
事
務
所
へ

有料広告のページ 広告内容については、広告主に問い合わせてください。

売上金は機械工業の振興・社会福祉の増進などに広く役立てられています

◆船橋オート場外発売

◆浜松オート場外発売

◆第36回スポーツニッポン杯争奪戦

 5/9・ 10 ・ 11 ・ 12 ・ 13
 5/14 ・ 15 ・ 16 ・ 17
 5/18 ・ 19 ・ 20 ・ 21

◆飯塚オート場外発売

◆船橋オート場外発売

 5/18 ・ 19 ・ 20 ・ 21
 5/22 ・ 23 ・ 24

大人のための初心者水泳教室

期日　５月18日から６月22日までの金曜日（全６回）
時間
●昼の部＝午後１時～２時
●夜の部＝午後７時～８時
会場　あずまウォーターランド
対象　市内に在住または在勤・在学の18歳以上の人
定員　各20人（抽選）
参加料　１回310円
申し込み　５月11日（金）に、昼の部は午後１時から
　１時15分まで、夜の部は午後７時から７時15分
　までに、本人が直接あずまウォーターランドへ
　※それぞれ定員を超えた場合
　はその場で抽選を行います
　※昼の部と夜の部の両方に申
　し込むことはできません
問い合わせ　あずまウォーター
　ランド（☎62−9966）

広
告
の
ペ
ー
ジ


